
「多様な性」を考える
　～性別に関わりなく誰もが自分らしく生きられる社会を目指して～

人権それは愛

　皆さんは性で苦しんでいるかたを知っていますか。
例えば「LGBTQ」という言葉があります。「LGBTQ」と
は、L：レズビアン（女性同性愛者）･G：ゲイ（男性同
性愛者）･B：バイセクシュアル（両性愛者）･T：トラン
スジェンダー（身体の性と心の性が一致しないため身
体の性に違和感を持つ人）･Q：クエスチョニング（性
の在り方に迷う人）の頭文字から取った言葉で、セク
シュアルマイノリティ（性的少数者）を表す言葉の一
つとして用いられることがあります。この他、X：エッ
クスジェンダー（性自認を男女いずれかでは認識して
いない人）、アセクシュアル（性愛的な関係を求めてい
ない人）など、さまざまな性が存在しています。　
　聞いたことがあるけれど、身近な人にはあまりい
ないと思っていませんか。本人が言えないから、知

らないだけかもしれません。そして、本当のことを
言えないで生きづらさや居場所のなさを感じて、苦
しんでいる人がいるとしたら皆さんはどう感じます
か。もし、「LGBTQだと感じている人が身近にいた
ら」と考えて行動するだけで、知らぬ間に相手を傷つ
けることはなくなっていくのではないでしょうか。
　性は多様です。皆さんが理解し、自分の性が尊重
されるような社会を作っていきましょう。

　国では、世界人権宣言が国際連合総会で採択され
た昭和23年（1948年）12月10日を記念して、毎年
12月4日から10日までを人権週間と定めています。
　また、県では、12月4日から10日まで「人権尊重
社会をめざす県民運動強調週間」としています。

　市では、地域の文化財を指定･未指定に関わらず一体
の文化資源として保護していくための文化財保存活用地
域計画を作成しています。計画に盛り込む内容を考えた
市民参加のワークショップ型の成果発表と講演会、パネ
ルディスカッションからなるフォーラムを開催しました。

9／19 生涯学習センター

※小規模特認校とは、特定の学校を「特認校」と指定し、当該学
校の教育活動･特色に共感を持つ児童･保護者が入学を希
望し、一定の条件をもとに就学を認める制度です。
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令和2年度
第1回白岡市総合教育会議を開催しました（9月16日（水））

　総合教育会議は、教育施策について市長と教育委
員が意見交換を行い、両者が連携して効果的に教育
行政を推進するために協議を行う場です。

　少人数であることを生かした特色ある教育活動を
推進する小規模特認校制度の施行について、市長と
教育委員の熱心な意見交換が行われました。
　なお、会議の開始前には大山小学校の児童が学校
敷地内で育てた梨をおいしくいただきました。また、
会議終了後にはタブレット端末を使用した授業を見
学しました。

　総合教育会議の会議内容は、市公式ホームページ
をご覧ください。
http：//www.city.shiraoka.lg.jp/11211.htm
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